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いも掘り・焼いも

いも掘りには、未就園の子どもたちが参加してくれました。

力を合わせてつる

を引っぱりました

大きないもを見つけたよ

（未就園の友だちと一緒に）

中から音が
聞こえるよ

おいしい焼きいもが
できました



竹を使って ～竹の名人から学ぶ～

寿会の竹名人の皆さんが楽しい遊びを教えてくださ
いました。竹太鼓を叩くといろんな音が出ることを発
見。竹トンボも徐々に上達。竹を削って作る工程も見
せてもらいました。竹鉄砲遊びも楽しかったです。今
後、竹馬や竹そり遊びもしようと思います。楽しみが
増えました。



PTA研修会を行いました

10
/19

(木
)

「自分で考え一歩進む力を
育むために」

島根県立大学 山尾淳子先生を講
師に迎え、上記のテーマで講話を
聴きました。子どもの主体性をど
う育てるか、メディアとのつき合
い方、など具体例をもとにお話を
していただきました。

【保護者の感想】

○主体性を持つことはこれからの時代を生きるとても強い力になると思います。
そのためには様々な実体験を通して心を成長させなければいけません。メディ
アとも上手につき合うことによって子供の興味の幅が広がり、体験してみたい
と思えるような繋がりができればと思いました。本当に考えさせられる研修会
でした。運動会のお話、とても嬉しかったです。

○メディアに関して、まずルールを守るべきは大人の方だなと反省しました。
時間やルールをきちんと守っている子どもたちのお手本になれるよう、スマホ
やタブレットの使い方を見直したいと思います。

〇運動会でかけっこの時に、先生と一緒に走っているわが子がニヤッと笑った
と山尾先生が話されました。確かに私にもチラッと見えていて、もう大丈夫だ
と思っていました。山尾先生が同じ思いで見ておられたのは、すごいなと思い
ました。

子どもの意欲を高める「はひふへほ」

・励ます ・否定しない ・深める
・偏見をもたない ・ほめる



親子で「たけのこ山」に登る

１０月末、本園にある竹林（通称「たけのこ山」）に親子
で登りました。崖登りや竹登りなど、日頃のたけのこ山の遊
びを体験してもらいました。

【保護者の感想】
〇秋のたけのこ山では、落ち葉の色や木の実拾いを楽しんでいて、
春とは違った遊びをしていました。みんなで作った海賊船、とて
もすてきでした。

〔幼稚園から〕
四季折々のたけのこ山の魅力を子どもと一緒に感
じてもらい、子どもが興味をもっていることを体
感してもらっています。童心にかえり大人も楽し
める場です。



Ｃｏｆｆｅｅ Ｂｒｅａｋ＿＿

幸運な偶然との出会いでした。書店で手に取った
のは、『住民力 超高齢社会を生き抜く地域のチカ
ラ』。開くと、「松江市淞北台に学ぶ」の文字。本
の大半が淞北台団地の話です。迷わず購入しました。
高齢者の閉じこもり予防から、安心して住み続け

られる町づくりへの取組を、
筆者は「淞北台モデル」と呼び
ます。 高齢化率が４０％なのに
全国平均を下回る要介護認定率。
その秘訣は、「活発な住民相互
の交流」「元気な高齢者が主役」「いきいき健康講
座の開催」など。その中で「女性だけでなく、男性
が参加する場がある」を読んで、東北被災地で聞い
た話を思い起こしました。
いわき市薄磯団地の災害公営住宅で自治会長さんは、
次のように語りました。「サロンやイベントを開き

男性も参加できるようにしています。
また、配付物や回覧はポストに入れ
るのではなく直接手渡しするように
し、安否確認を心がけています」。
ここにも住民力を高めるリーダー
シップがありました。

私たちの身近なところにある超高齢化社会に対応
する住民力。官民連携が実を結ぶ淞北台モデルから
学ぶことはたくさんあります。

『住民力 超高齢社会を生き抜く地域のチカラ』
（宮城 孝 明石書店）
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